第５回全国高校生ＳＢＰ交流フェア　応募用紙

1. 参加希望項目（複数可。該当するものすべてを■で塗りつぶしてください）
	□　ＳＢＰチャレンジアワード（１次：書類審査あり）
□　実践発表会：販売交流への出展（商品販売、取組展示など）
□　実践発表会：映像表現への出展（踊り、プロジェクションマッピングなど）
□　ＳＢＰ交流フェアの見学（見学のみでも大歓迎です！）


＜補足＞
・すべての参加者（見学含む）はワークショップやＳＢＰセミナーに参加することができます。
・ＳＢＰチャレンジアワードへの参加を希望される場合、１次：書類選考の結果、発表の機会がない場合があります。
・実践発表会への出展を希望される場合、応募後に内容の詳細を確認・調整させて頂きます。

2. 基礎情報
	団　　体　　名
	フリガナ：

	
	

	学　　校　　名
	

	学校連絡先
（資料送付先）
	送付先住所
	〒


	
	電話番号
	

	代表者名
（窓口担当者）
	フリガナ：

	
	

	
	学科・役職
	

	
	携帯電話
	

	
	メール
	

	代表者名
（生徒）
※任意
	フリガナ：

	
	

	
	学科・学年
	

	参加人数
（応募時予定）
	生徒
	名
	引率者
	名
	地域
関係者
	名

	会場までの
交通手段
	□公共交通機関　□自家用車／公用車　□貸切バス
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


＜補足＞
・団体名は、〇〇高校ＳＢＰ、〇〇プロジェクト、〇〇高校○○部 といった活動名称を記載ください。
[bookmark: _GoBack]・代表者名（窓口担当者）には、顧問の先生や引率の方の名前を記載ください。連絡の担当窓口とさせて頂きます。
代表者（生徒）の入力は任意です。
・参加人数については応募時点での予定で記載ください。引率者は主に学校や団体の先生や担当者、地域関係
者は、行政や民間のサポーターで当日参加される人数を記載ください。

3. 実践発表会（販売交流または映像表現）での出展希望（■で塗りつぶしてください）
	□　販売交流での出展希望
ブースを構えて物品の販売や取り組みをアピールしたい
□　映像表現での発表希望
踊りや創作ダンス、映像などを交流フェア参加者の前で発表したい
□　特にない／予定していない



販売交流での出展希望の内容
	出展内容
（提供物等）
	

	食べ物・保管
	食べ物の販売　　　□はい　□いいえ
当日までの送付物　□あり　□なし
送付物の内容　　　□常温　□要冷蔵　□要冷凍

	電源・設備
	火気取り扱い　□あり（火気種類：　　　　　　）　□なし
電源　　　　　□必要（合計容量：　　　　　Ｗ）　□不要

	補足（確認や
依頼事項など）
	



映像表現の出展希望の内容
	出展内容
（発表内容）
	

	出展人数・参加型
	発表エリアでの人数　　　　　　　名程度
他校の生徒の参加　　　□あり　　□なし

	電源・設備
	プロジェクター　□利用する　　　□利用しない
電源　　　　　　□必要（合計容量：　　　　　Ｗ）　□不要
音響　　　　　　□必要　　　　　　　　　　　　　　□不要

	補足（確認や
依頼事項など）
	


＜補足＞
・販売交流での出展は、会場にブース（テント）を設けて、各団体一斉にブースにて商品の販売や取り組み紹介をして頂きます。
・映像表現での出展は、野外ステージ（発表エリア）での発表や他の高校生との参加型交流、大学校舎（体育館の壁）への映像投影などをおこなって頂きます。
・実践発表会への出展を希望しているが現時点で内容が確定できない場合はその旨を記載ください。
保健所への申請有無や発表エリアでの進行方法など詳細事項は後日調整させて頂きます。
映像表現の出展につきましては、発表内容やスケジュールの都合上、すべての希望に沿えない場合があります。出展希望多数となった場合は、受付順とさせて頂きます。

4. ＳＢＰチャレンジアワード　第1次審査の手順・内容
取組概要、活動紹介動画、及び提出いただいた資料に基づき第1次審査を行います。
自己評価を含め提出資料に記載された取組概要はそのまま審査に使うものではありません。

＜取組概要１＞
参加団体の取組概要を記入してください。
	取組概要１

	取組名
（プロジェクト名）
	

	目的・趣旨
	

	活動経緯
	

	活動内容
	※地域との連携や協働の視点からも記入してください。


	目標指標
	

	現状の課題
	※解決しようとする地域の課題を記入してください。


	今後の
取組方針
	

	アピール
ポイント
	

	メディア等
掲載履歴
	※これまでに新聞や雑誌、自治体広報誌、インターネットでのニュースや記事で紹介されたものがあれば記入してください。



枠の大きさは必要に応じて変えてください。
＜取組概要２＞
取組概要２は、応募団体がその取組みを項目ごとに記入いただき、応募団体の活動についての自己評価を通じて、取り組みの明確化を図るものです。
評価欄に記入するときは、別紙「ＳＢＰチャレンジアワード応募団体取組評価資料」を参照ください。また、活動状況の分かる図表や写真等があれば表内に張り付けるか、または別添として用意してください。

	取組概要２
	自己評価
	事務局
チェック欄

	継続性
	活動継続期間（5ポイント）
	　　点
	以下
記入不用

	
	活動開始年月日：　西暦　　  　　年（平成 ・令和 　　年）　 　月　　　日
2020年4月1日現在の継続年数　　　　　　年　　　　　月（切り上げ）
	

	小計（5ポイント）
	　　点
	

	主体性
	高校生による運営上の意思決定（5ポイント）
	　　点
	

	
	（説明） 以下、説明欄は必要に応じて欄を拡大してください。
	

	
	団体・グループの活動規約の整備等（5ポイント）
	　　点
	

	
	（説明）
	

	
	団体・グループの活動規約で参加者の役割が明確（5ポイント）
	　　点
	

	
	（説明）
	

	小計（15ポイント）
	　　点
	

	社会性
	地域の課題を反映してその課題の解決に寄与（5ポイント）
	　　点
	

	
	（説明）
	

	
	活動には地域・コミュニティとのつながり「絆（きずな）」がある（5ポイント）
	　　点
	

	
	（説明）
	

	
	地域行政、地元企業・団体等と連携している（5ポイント）
	　　点
	

	
	（説明）
	

	小計（15ポイント）
	　　点
	

	事業性
	事業が自立的で継続的である（5ポイント）
	　　点
	

	
	（説明）
	

	
	企業・団体等と連携している（5ポイント）
	　　点
	

	
	（説明）
	

	
	クライアントの意見・声等を活動に反映している（5ポイント）
	　　点
	

	
	（説明）
	

	小計（15点）
	　　点
	

	革新性
	新しい視点・手法を活動に導入している（5ポイント）
	　　点
	

	
	（説明）
	

	
	他の取組と差別化できている　（5ポイント）
	　　点
	

	
	（説明）
	

	
	他の地域にも波及する可能性がある（5ポイント）
	　　点
	

	
	（説明）
	

	小計（15ポイント）
	　　点
	

	取組動画提出ポイント（一律10ポイント）
	　　点
	

	計（75ポイント）
	　　点
	


枠の大きさは必要に応じて変えてください。


＜取組実績と今後の主な取組＞
これまでの取組実績と今後予定している主な取り組みを記載してください。
	年度
	主な取り組み

	2019年度
（平成31年度）
	

	2020年度
（令和2年度）
	

	2021年度
（令和3年度）
	

	2022年度
（令和4年度）
	

	    年度
（令和  年度）
	


枠の大きさは必要に応じて変えてください。年度の追加・削除も必要に応じておこなってください。


＜活動収支計算＞
これまでの活動収支と今後の予定を記載してください。なお、活動収支については別資料（Excelファイルなど）を添付していただいてもかまいません。
	年度
	収益
	費用
	繰越

	2019年度
（平成31年度）
	
	
	

	2020年度
（令和2年度）
	
	
	

	2021年度
（令和3年度）
	
	
	

	2022年度
（令和4年度）
	
	
	

	    年度
（令和  年度）
	
	
	


枠の大きさは必要に応じて変えてください。年度の追加・削除も必要に応じておこなってください。


5. 問い合わせ先
　ご不明な点は下記へご連絡ください。
	未来の大人応援プロジェクト実行委員会　　事務局担当：　山岡 茂治、　吉田 拓未
メールアドレス：　sbpfare@mirai-otona.jp　または　info@mirai-otona.jp
電話：070-3824-8843（山岡携帯）　　　住所：〒516-0074 三重県伊勢市本町8-11



3
